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点、をおいているが胃腸レントゲン件数は 568件，胃
カメラ件数は 179件である。
その他最近 10カ月聞に入院した胃癌 16例中珍し
い症例(重複癌など) 3例を供覧した。
9. 十二指腸乳頭部腫蕩の 2例
多古中央病院 O常泉吉朗
西沢英三郎
東紀男
我々は 72才と 73才の高令の男子で，十二指腸乳
頭部腫蕩の患者を手術致しました。内 1例は繊維腫
でありました。 2例とも高度の黄症があり，姑息的
に総胆管十二指腸吻合術を施行しましたが，術後一
時的に非常に経過良好で，梓液も小梓管よりの排出
を期待される状態でありましたが，結局第 1例は栄
養失調と全身浮腫による心衰弱，第 2例は胃機能不
全と考えられる状態で死亡しました。 
いずれも高令の患者であった為，手術も消極的に
すぎた点がありましたが，出来得れば二次的に乳頭
部切除を施行すべきであったと考えます。
10. !m急性硬膜外血腫の 1治験例
長野県立須坂病院 
O各務正陣，森川不二男，
熊谷信夫，菅谷健彦
携帯型超音波診断装置を用い  Echo-encephalo圃
graphy により診断し得7こ亜台性頭蓋内血腫を形成
的関頭術iとより治癒せしめた 1例を経験した。
本症例は臨床的には単に軽度の意識障害を主症状
としたに留り，頭蓋内血腫を疑わしめる脳神経症状
を全く認めず， Echo-encephalographyが手術適応
及びその場合の血腫存在側の判定に対し有力な補助
診断となった。
10.の追加 急性硬膜外・下血腫・脳挫傷による
脳浮腫・右天幕切痕内最入を伴う右頭蓋骨々
折の 1治験例
j市川市菊池  厚
患者は 10才の男子。昭和 40年 10月 17日，警報
付無人遮断機なし踏切を自転車にて横断中，電車l乙
はねられ，全身打撲，仮死の状態にて来院，右頭蓋 
骨々折，右頭蓋内出血にて骨形成的関頭術施行，表
題の如く診断確定，約 3週間，昏睡，半昏睡，意識
混潤第 3度移行，覚醒，現在 38日自にして，軽度の
性格変化を呈し，当初より寄在せる右上眼験下垂回
復，また左上肢麻再回復，右及び左下肢麻痔回復，
軽度の左顔面神経麻痔，左下肢の軽度の筋萎縮，左
足関節の機能障害あり，目下マツサー汐，其の他の
加療を入院継続中のー症例を追加発表した。 
11.我々の行なったX線操作キモグラフ
長野県立阿南病院	 O朝岡威親
荒木武雄
原田経国  
(欠席〉
12.肝静脈造影法について
深谷日赤病院	 0松山迫也
篠原治人
田中 勝
肝腫療の診断の一助として肝静脈造影法をとりあ
げ，検討してみた。
方法右大伏在静脈より，クールナンド氏カテー
テノレ No.9を挿入し，腸骨静脈，下大静脈を経て，
肝静脈へ到達させる。その際，横隔膜静脈，腎静脈 
へ挿入しない様注意が必要である。肝静脈へ挿入し
たら， 76%ウログラフィン 20ccを急速に注入し，
撮影する。
対象 当院に入院せる，胃癌 10例，食道癌 1例，
直腸癌  1例，肺癌 1例，肝硬変  1例，計 14例であ
る。 
結果 14例中，造影不成功例 2例，造影成功率  
85.7%である。開腹時，肝に小指頭大の転移 3個を
認めた症例があったが，造影では発見できなかっ
た。 1例肝腫蕩をうたがわせる所見を得たが，開腹
して確かめ得なかった。肝硬変症では肝静脈細枝
に，虫のくった様な，ちぢれのある所見を得た。
結語本法は比較的簡単に実施でき，副作用も少
ない。肝腫療，肝硬変に対し，診断的価値のある方 
法と思われる。
13.当院における輸血後の肝機能調査について
成田赤十字病院 
O小林富久，渡辺進，
田沢敏夫，上野仁，
徳山輝男
成田赤十字病院にて昭和 39年 6月 1日より， 40 
年 6月 30日までに輸血をうけた患者について輪血
前後の肝機能調査を行った。
すなわち肝炎の発生について献血と売血とでどの
